
防コミの歩き方たずね歩き消防団
神戸市消防局では、阪神・淡路大震災
の教訓から生まれた神戸市独自の取り組み
である「防災福祉コミュニティ」の概念及び
活動を「防コミの世界発信事業」と位置付
け、各国に紹介しています。その一環とし
て、1月7日から2月14日までの39日間、
公益財団法人神戸国際協力交流センター
とともにJICA研修「コミュニティ防災（B）」
コースを実施しました。
●10カ国から18人が参加しました
各国の中央政府・地方政府において、住
民主体による自主防災組織の設立やコミュ
ニティ防災活動を推進しうる立場にある行
政官らを対象に、神戸市独自の取り組みで
ある「防災福祉コミュニティ」の訓練・活動
を視察、体験し、その設立・運営などに関
する意見交換をおこなうことで自助・共助
の概念を理解したうえで具体的アクションプ
ランを作成し、帰国後自国において自然災

害に対するコミュニティ防災力の向上に役
立てることを目的としています。今回の研
修では、ブラジル、コロンビア、グアテマ
ラ、カザフスタン、ニカラグア、フィリピ
ン、マケドニア、東ティモール、ベネズエ
ラ、マレーシアから研修員が来日しました。
●東遊園地にて
研修期間中の1月17日には、東遊園地

の阪神・淡路大震災メモリアルモニュメント
にて研修員全員が記帳及び献花をおこな
いました。
●3つの訓練を体験しました
防コミ訓練の運営を学ぶため、魚崎町

防災福祉コミュニティ、若鷹・ひだまり公
園市民消火隊、花谷防災福祉コミュニティ
の訓練に参加させていただきました。
震災教訓から生まれたBOKOMI活動が

各国に広がり、減災につながればと思いま
す。 （予防課　大津暢人）

東灘消防団は本団ほか１０分団で構成さ
れ、約１５０人の団員が日夜活動をしていま
す。活動範囲は、北は六甲山頂から南は
六甲アイランドコンテナバースまで縦に長
く、林野部、市街地、工業地帯、沿岸部、
人工島と多様な地域構成になっています。
市街地の消防団ではありますが、実は東灘
区の約半分を林野部が占めており、山火
事防止活動がひとつの大きなテーマになっ
ています。
平成２１年４月の西おたふく山の火災では、

２つの事に気づかされました。1つ目は、
火災現場で火種が残って無いか確認作業
をしているうちに日没を迎え、ふと回りを
見渡すとうっすらとした火種のような光が自
分を囲んでいるように見え、既に危険では
ないとわかっていても一瞬ドキッとしました。
この時、火災現場の安全管理の重要性を

痛感しました。２つ目は、10トン水槽車に
よる給水で、そこからポンプ車２台を経由
し４００ｍを超すホース延長および高低差の
ある高い現場への送水でしたが、使える水
が市街地とは比べ物にならないほど少なく、
限られていることを目の当たりにして、山
火事は絶対に起こしてはならない、山火事
の防止活動は非常に重要で疎かにしてはな
らないものだと強く感じました。
これから暖かくなりハイカーが増えてく

る時期です。東灘消防団では山火事運動
期間である３月に毎週、林野火災警戒パト
ロールを実施し、ハイカーに山火事防止の
呼びかけをおこなっています。先の山火事
もこの時期に発生しているので、これまで
以上に情熱を持って取り組みたいと思いま
す。
（東灘消防団　本庄深江分団　深山逸平）
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